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研究開発成果等の概要

（１）材料技術

炭素繊維開繊装置と熱硬化性樹脂塗布装置に、炭素繊維中に熱硬化性樹脂を連続して含浸させ

る装置を加えた今までにない新しい装置を開発し、厚さ 0.05mm 以下の熱硬化性 薄層プリプレグ

シートを加工速度 20m/分以上（世界最速）で、かつ、1 工程で連続して生産する加工技術の開発

に成功した。この工程の中で使われる離型資材を繰り返し利用できる離型ベルトに置き換えて、

薄層プリプレグの低コスト製造に目処付けした。

図 1 薄層プリプレグシートワンステップ製造ラインと離型ベルト適用部位

（２）製造技術

積層時に幅を任意に変化させながら積層できる、高自由度 AFP を開発した。可変幅機構やテー

プピッチコントロール機構、テープを送り出すガイド機構など、SIP 研究によって創出した新た

な技術により、世界初の可変幅ステアリング積層の実現に向けた基礎試験を開始した。

高自由度 AFP を用いる事により、MIシステムによる高度な設計結果を、実際の構造部品への適

用を可能とすることができる。

図 2 高自由度 AFPと可変幅ステアリング積層

（３）設計・解析技術

MI システムのデータベースとなるカーペットチャートの拡充のため、層間未強化の薄層材に加

え、層間強化薄層材や、これまでの OHTや OHCに加えて CAI（衝撃後圧縮強度）、ファスナ結合部

における Bearing-Bypassなどの許容値データベースの構築に必要な試験・解析を行った。

図 3 に示すように、環境条件にかかわらず、層の厚さが薄くなるほど強度が上がる結果となっ

た。特に高温／Wet 条件において、薄層の優位性が最も高いことが示され、また一つ実構造への

離型ベルト適用部位
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適用の可能性が広がった。

全て疑似等方積層試験片

（RTD：室温／Dry, HTW：高温／Wet, CTD：低温／Dry）

図 3 各環境条件における有孔圧縮強度(OHC)




